
九州大学・言語文化研究院・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７１０２

基盤研究(B)（一般）

2021～2018

大規模コーパスに基づく発信型和英連語辞書の構築に向けて

Compiling a Japanese-English Collocation Dictionary for English Production Using
 Large-scale Corpora

２０５８９２５４研究者番号：

内田　諭（UCHIDA, Satoru）

研究期間：

１８Ｈ００６９３

年 月 日現在  ４   ６   ８

円    13,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、発信型の和英連語辞書の基盤を構築することである。従来の和英辞
書は「単語」を基礎単位として編纂されているが、本研究では「連語」を基礎単位とする。日本語の大規模コー
パスから高頻度語の連語を抽出し、用例としての適切なものに修正した上で、日英対訳を実施した。その結果、
約16,000フレーズを収録するデータベースを構築し、オンラインで公開した。本オンラインアプリケーションで
は、名詞を中心とした約400語の見出し語を格ベースで検索できる「見出し語検索」と、データベースの全文を
串刺し検索できる「全文検索」を提供し、ニーズに応じた柔軟な検索ができるようになっている。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to build the foundation of a Japanese-English 
collocational dictionary. Conventional Japanese-English dictionaries are compiled using “words” as
 the basic unit, whereas this study uses “collocations.” We extracted high-frequency collocations 
from a large corpus of Japanese, modified them to be appropriate for use as examples, and conducted 
Japanese-English translation. As a result, a database containing approximately 16,000 phrases was 
constructed and made available online. This online application provides “Headword Search,” which 
enables case-based searches of approximately 400 headwords (mainly nouns), and “Full Text Search,”
 which allows flexible searching according to user needs.

研究分野：コーパス言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な意義は、辞書学の発展に資するという点である。特に、大規模コーパスを使って「日本語」を
ベースとして連語を検証したことで、和英辞書における記述のカバー率を劇的に向上することが可能となった。
加えて、本研究の成果は英語教育にも有益であるという点で、社会的な意義があると言える。本辞書の連語は
「日本語でよくある組み合わせ」であり、学習者がその表現を英語で発信する際に役立つものである。また、見
出し語のカテゴリー表示やフレーズのレベル表示によって、英語教師のニーズや学習者のレベルに応じた使用が
可能となっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 社会の国際化・情報化の流れの中で、コミュニケーション手段としての英語の重要性は益々増
している。文部科学省の「グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言」では、「社会の
急速なグローバル化の進展の中で、英語力の一層の充実は我が国にとって極めて重要な問題」と
の指摘がなされ、今後の英語教育のあり方について具体的な指針が示されている。また、昨今で
は従来型の受動的な学びから主体的・自律的な学びへの転換が強調され、英語の学習においても
その必要性が主張されている。 
 英語学習には様々な側面があるが、学習の拠り所として辞書の存在は大きい。学習者は分から
ない単語があれば辞書を参照し（受信の側面）、また、どのように英語で表現すればよいかわか
らない場合も辞書を参照する（発信の側面）。さらに、Horsfall(1997)が指摘するように、辞書は
自律的な学習に有効に機能し、特に初中級レベルの学習者にとって重要な役割を果たす
（Thompson 1987）。使いやすく学習に役立つ辞書の開発は、日本の英語教育の発展に大きく寄
与するだろう。 
 しかしながら、「和英辞書」に関しては、教育現場では十分に活用されていないというのが現
状である。これは、L1（母語＝日本語）→L2（外国語＝英語）の方式では適切な単語が見つけ
にくい（East 2008）、単語の言語間での 1対 1対応の理解を促してしまう（Thompson 1987）、
L2についての十分な情報が提示されていない（Laufer 1995）、などの理由が考えられる。これ
らの問題点を解決するためには、新たな和英辞書を開発する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は「和英連語辞書の構築」である。Ellis (2003)、Chen and Baker (2010)などが
指摘するように「連語」は英語学習者にとって重要であり、特に英語ライティングにとって有益
であるが、これまで連語辞書は 1言語型（見出し語・掲載連語が同一言語）のものの開発に留ま
っている。例えば、『小学館オックスフォード 英語コロケーション辞典』（八木克正 (監) 2015）
は用例等に日本語が付されているが、見出し語および掲載連語は英語であり、1 言語型である。
そこで本研究は「日本語」を見出し語とした英語の「連語」辞書を開発し、真に英語発信（特に
ライティング）に役立つ和英辞書の編纂のための基盤構築を目指す。また、特に日本人英語学習
者が「発信したい内容」を効率的に掲載するために、大規模コーパスを用いて、連語のカバー率
が高い辞書を作成することを目的とする。これらの成果は、検索性および一覧性を確保した形で、
ウェブ上に広く公開し、英語教育の支援に資する資源とすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
(1)予備調査 
研究の予備段階として、現行の和英辞書における連語のカバー率（収録率）を大規模コーパス
で検証した。まず「現代日本語書き言葉均衡コーパス」(BCCWJ)から「関係」（実験用の見出し
語）のガ格（関係がある、関係ができる、関係が成立する等）、ヲ格（関係を築く、関係を持つ、
関係を作る等）、形容詞修飾（良い関係、深い関係、新しい関係等）、形容動詞修飾（密接な関係、
良好な関係、親密な関係等）の 4つのパターンの頻度上位各 20項目（合計 80項目。ただし、
補助動詞［いる、くる等］は除き、異形態［良い、よい等］は高頻度の一方のみとした）を抽出
した。次に検証対象の和英辞書として『オーレックス和英辞典』第 2版［旺文社, 2013］（OJE2）、
『ジーニアス和英辞典』第 3 版［大修館書店, 2011］（GJE3）、『ウィズダム和英辞典』第 2 版
［三省堂, 2012］（WJE2）を選択し、「関係」のエントリーにおいて、用例（部分例も含む）等
における出現の有無を調査した。80語中全体で掲載があったのはOJE2：2件（カバー率 2.5％）、
GJE3：2件（カバー率 2.5％）、WJE2は 3件（カバー率 3.75％）に留まった。このことは、「和
英連語辞書」の必要性を示していると言える。 
(2)作成の手順 
①コーパスから見出し語の選定 
本研究では、名詞の連語を中心に扱う。名詞はトピックを導入する品詞で、これを連語の軸と
することで、自然と特定のトピックに関する表現を収集することができる。大規模均衡コーパス
である BCCWJおよびウェブコーパスである TWC（Tsukuba Web Corpus）などを用いて、名
詞の高頻度を抽出した。上位 500語を取り出し、研究メンバー間で意見を交換し、「問題」、「情
報」、「子供」、「本」、「時間」など、特に高校生～大学生が英作文をする際に有益だと思われるも
のを、見出し語として選定した。 
②連語の抽出・選定 
 見出し語決定後、NINJAL-LWP for TWC (NLT, https://tsukubawebcorpus.jp/)などの Lexical 
Profilerを利用し、「ガ格」、「ヲ格」、「ニ格」などの基本的な格で共起する単語に加えて、修飾語
や複合語などの共起パターンを収集した。例えば、「会社」の場合、「ニ格」で「会社に行く」、
「会社にする」、「会社に戻る」、「会社に持つ」などが抽出された。これらの表現のうち「会社に
する」や「会社に持つ」は連語としては不自然であるため、研究メンバー間で確認をしながら、



不要な表現とした削除した（この場合、「会社に行く」と「会社に戻る」が収録対象となる）。 
③日本語の修正 
 抽出された連語は、「会社に行く」のように単独で成立し、そのまま英語(go to work)にするこ
とができるものもあるが、「言葉で言い換える」→「簡単な言葉で言い換える」などのように表
現を補う必要があるものや、「言葉に励ます」→「言葉に励まされる」のように動詞の形の変形
が必要な場合もある。前のステップで抽出した連語について、これらの追記・修正作業を研究メ
ンバーで行った。 
④英訳 
 修正済みの日本語について、それぞれ自然な英語を付与した。例えば、「健康を取り戻す」は
regain health、「家庭を訪問する」は visit one’s familyなどのような英語を付与した。なお、「声
をひそめる」→lower one’s voice, in a low voice, whisperなどのようにバリエーションがある場
合は、複数の表現を挙げるようにした。 
⑤検証 
 英訳した表現やその表記方法などについて、研究メンバーで分担して確認を実施した。この段
階では、(1)日本語の自然さ、(2)英語の自然さ、(3)表現の過不足を主に確認し、必要に応じて修
正を行った。 
⑥追加・補充 
 前述の検証の結果、特に複合語のパターンで用例が十分でないことが明らかになった。例えば、
「名詞＋見出し語」のパターンで「時間」が見出し語の場合、「配送時間」、「消灯時間」、「下校
時間」などが抽出される。これらの複合語は、それ自体が見出し語として機能することが可能で、
これらの格表現（ガ格、ヲ格などで共起する単語）も辞書に含める必要がある。しかしながら、
前述の NLTでは複合語の見出しがないため、語彙のプロファイリング情報を得ることができな
い。そこで、本研究では自然言語処理分野で広く使われている GPT2 による文の自動生成
（https://huggingface.co/rinna/japanese-gpt2-medium）を実施し、複合語の用例を作成した。
GPT2を利用することで、例えば「配送時間を」などのように入力し、その続きとなる文を確率
的に生成することができる（「配達時間を指定される場合は、それから着払いで…」などの用例
を得ることができる）。これを辞書の様式に合うように編集し（この例では「配送時間を指定す
る」に変更）、それを英訳した（e.g. specify delivery time）。これにより、複合語について出現
確率の高い用例を含むことが可能となった。 
⑦レベル付与 
 英訳したフレーズに対して、CVLA (CEFR-based Vocabulary Level Analyzer ver. 2.0. cf. 
Uchida and Negishi 2018) を利用して CEFRレベルの判定を実施した。その際、フレーズ単位
ではなく見出し語単位（複数の用例を含むものは全ての用例を含んだ英文を対象とする）でレベ
ルを付与する。また、CVLA では判定対象外である C レベルの単語、あるいは語彙リストには
ない内容語（CEFR-J Wordlistおよび English Vocabulary Profileに記載のないもの）を含む場
合は、産出場面では難しいと考えられるため、一括して Cレベルを付与した（C1と C2の区別
は実施しない）。 
⑧電子化 
 作成した用例集について SQLite を利用してデータベース化し、Python によって検索プログ
ラムを作成した。また、教育現場で利用しやすいよう、ウェブアプリケーションとしてサーバー
上に公開した。 
 
４．研究成果 
(1)研究成果の概要 
 本研究の成果は https://coldic.langedu.jp/に公開している（なお、本取り組みの全体像や途中
経過を国際学会で発表し、有益な情報を得ることができた。その内容は Uchida et al. 2020を参
照）。最終的には約 16,000件の日英対照のフレーズ、400以上の見出し語を収録した。 
 このオンラインアプリケーションでは、一覧性を高めるために「見出し語検索モード」（図 1）
を用意し、さらに検索性を高めるために「全文検索モード」（図 2）を作成した。 
 見出し語検索モードでは、授業等で利用しやすいよう、名詞の見出し語についてはカテゴリー
を付与した。その結果、学校（22）、日常生活（44）、心身（35）、社会（29）、将来（23）、ビジ
ネス（40）、技術（20）、その他（77）に分類された（カッコ内は件数）。また、それぞれのフレ
ーズについて、CEFRレベルを付与した。以下、それぞれのレベルの用例をランダムに示す。 
 
A1 
学校にいる(be at school), 学校にくる(come to school), 新しい言葉(new words), 短い言葉
(short words) 
A2 
自由に使う(use freely), 自由に選ぶ(choose freely), 説明を受ける(receive an explanation), 説
明を行う(give [offer, provide] an explanation) 
B1 
重大な事故 (severe accident), 悲惨な事故 (tragic accident), 環境を改善する (improve the 
environment), 環境を重視する(value the environment) 



B2 
症状の原因(a cause of the symptom), 紛争の原因(a cause of the dispute), 年金を分割する
(split a pension), 年金を減額する(reduce a pension) 
C 
対 策 を 提 案 す る (propose a countermeasure), 対 策 を た て る (take measures, take 
countermeasures), データを捏造する(forge data), データを改ざんする(tamper [falsify] data) 
 
 一方、「全文検索モード」では辞書に収録している全ての用例から該当する文字列を含むのを
リストする。これにより「情報の」、「関係が」など、自由なキーワードで用例を検索することが
可能になり、例えば「情報の」を入力すると、「情報」の見出し語内にある「情報の保護(A2): 
protection of information」、「情報の価値(A2): value of information」などに加えて、「事故」の
見出し語に含まれる用例である「個人情報の漏洩事故 (C): leakage accident of personal 
information」なども抽出することができる。 
 

 

図 1 見出し語検索の例 

図 2 全文検索の例 



(2)成果の意義 
 本研究の成果は、辞書学の発展に貢献するものである。予備調査で明らかになったように、現
行の和英辞書では連語に関する記述が十分ではないが、本成果を利用することで、カバー率の高
い辞書を作ることができる。また、英語教育分野への応用が期待される。特に、ライティングな
どの発信活動において、（単語ではなく）「連語」に意識を向けるきっかけとなり、また日本語話
者が母語でよく使う単語の組み合わせが、英語ではどのように表現するのかを、学習者のレベル
に応じて提示することが可能となる。 
(3)今後の課題と展望 
 今後の課題として、それぞれの表現のレベル判定をより精緻に行うことが挙げられる。今回は
CVLAを利用してレベルを付与したが、これは受信（リーディング、リスニング）レベルに基づ
くものであり、発信（ライティング、スピーキング）レベルとは異なると想定される。特に日本
語と英語のずれによって生じる困難度の高さについて詳しく検証する必要があると考えている。
また、本研究では名詞を中心に表現の抽出を行ったが、動詞・形容詞など他の品詞からの抽出も
行うことでよりカバー率の高い辞書となることが期待される。 
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